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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、日本企業の好収益を支えてきた円安相場が変わり目を迎

え、円高に大きく振れたことが影響して停滞感が漂いました。日銀が平成28年７月１日に発表した６月短観で

は、注目度が高い大企業製造業の業況判断指数（DI）こそ、前回３月短観と比べ横ばいにとどまりましたが、他

の大企業非製造業、中小企業製造業・非製造業の各DIはいずれも悪化し、全産業では３ポイントダウンの水準と

なりました。

 海外に目を向けると、英国離脱や加盟国内の南北問題が横たわるEU、経済の減速がさまざまな歪みを顕在化さ

せている中国、資源価格安が大きく影響する新興国など、多くの国が難題を抱えており、世界経済の行方は、こ

れまで以上に不透明になっています。

  このような国内外市場の経営環境の中で、当社グループは、国内での需要は堅調でありましたが、海外での需

要が減速したことにより、当第１四半期連結累計期間における売上高は64億84百万円となり、前第１四半期連結

累計期間64億90百万円と比較すると0.1%の減収となりました。利益面では、営業利益は11億13百万円となり、同

12億25百万円と比較すると9.1%の減益、経常利益は11億31百万円となり、同12億73百万円と比較すると11.1%の

減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億71百万円となり、同８億76百万円と比較すると12.0%の減益と

なりました。 

  減収減益になった主な要因は、海外での需要が減少したこと、生産体制再編、その他経費の増加によるもので

す。

 

事業のセグメント別の業績は、次のとおりです。

  迅速流体継手事業は、海外での需要は減少しましたが、国内の需要は堅調だったため、売上高は26億47百万円

（前第１四半期連結累計期間比2.2%の増収）となりました。利益面では、売り上げの増加によってセグメント利

益は６億円（同1.6%の増益）となりました。

  機械工具事業は、特に海外での売り上げが減少し、売上高は22億21百万円（同5.4%の減収）となりました。利

益面では、売り上げの減少と生産体制再編による経費の増加によって、セグメント利益は３億11百万円（同

22.8%の減益）となりました。

  リニア駆動ポンプ事業は、国内とアジアの売り上げ増加によって、売上高は11億円（同7.5%の増収）となりま

した。利益面では、製品構成の影響等によって、セグメント利益は１億31百万円（同22.5%の減益）となりまし

た。

  建築機器事業は、海外での売り上げが増加しましたが、国内の売り上げが減少したことによって、売上高は５

億15百万円（同2.7%の減収）となりました。利益面では製品構成の影響によって、セグメント利益69百万円（同

15.0%の増益）となりました。

 

  海外売上高は、20億51百万円（前第1四半期連結累計期間比3.0%の減収）となり、海外売上高の連結売上高に

占める割合は31.6%となりました。海外売上高が減収になった主な要因は、建築機器事業以外のセグメントの海

外売り上げが減少したためです。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、554億35百万円となり、前連結会計年度末と比較して９億94百万円

の減少となりました。

 資産の部では、流動資産は399億80百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億95百万円の減少となりまし

た。これは主に現金及び預金の減少10億32百万円、有価証券の増加２億円等によるものであります。

 固定資産は、154億54百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億98百万円の減少となりました。これは主

に有形固定資産の減少１億68百万円及び投資有価証券の減少１億67百万円等によるものであります。

 負債の部では流動負債は、30億84百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億32百万円の減少となりまし

た。これは主に未払法人税等の減少６億円、賞与引当金の減少２億65百万円、支払手形及び買掛金の増加１億70百

万円等によるものであります。

 固定負債は、45億53百万円となり、前連結会計年度末と比較して51百万円の減少となりました。これは主にリー

ス債務の減少41百万円等によるものであります。

 純資産の部では、親会社株主に帰属する四半期純利益は、７億71百万円でしたが、配当金の支払い５億31百万円

があったため、利益剰余金は、２億40百万円の増加で446億12百万円となりました。また為替換算調整勘定が４億

29百万円の減少、その他有価証券評価差額金が１億22百万円の減少、退職給付に係る調整累計額が３百万円の増加

等があったため純資産合計は、477億98百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億９百万円の減少となりま

した。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予測につきましては、平成28年５月６日の「平成28年３月期決算短信」で公表しました通期の連結業績

予想から変更ありません。

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間において、当社は100％出資

の連結子会社であったメドー産業株式会社を吸収合併したため、メドー産業株式会社は、連結の範囲から除外し

ております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,486 22,453 

受取手形及び売掛金 6,759 6,855 

有価証券 3,499 3,699 

商品及び製品 3,507 3,572 

仕掛品 278 271 

原材料及び貯蔵品 1,780 1,808 

繰延税金資産 627 612 

その他 740 708 

貸倒引当金 △3 △3 

流動資産合計 40,676 39,980 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,419 10,394 

減価償却累計額 △4,742 △4,814 

建物及び構築物（純額） 5,676 5,580 

機械装置及び運搬具 3,204 3,179 

減価償却累計額 △2,180 △2,215 

機械装置及び運搬具（純額） 1,024 963 

工具、器具及び備品 6,547 6,608 

減価償却累計額 △5,885 △5,927 

工具、器具及び備品（純額） 662 681 

土地 3,829 3,821 

リース資産 1,612 1,625 

減価償却累計額 △371 △416 

リース資産（純額） 1,241 1,208 

建設仮勘定 90 100 

有形固定資産合計 12,524 12,355 

無形固定資産    

その他 125 121 

無形固定資産合計 125 121 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,780 1,613 

長期貸付金 86 79 

繰延税金資産 466 544 

その他 784 755 

貸倒引当金 △15 △15 

投資その他の資産合計 3,102 2,977 

固定資産合計 15,752 15,454 

資産合計 56,429 55,435 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 802 972 

リース債務 178 174 

未払法人税等 998 398 

賞与引当金 550 285 

役員賞与引当金 20 4 

その他 1,166 1,248 

流動負債合計 3,716 3,084 

固定負債    

リース債務 1,059 1,017 

退職給付に係る負債 2,455 2,488 

役員退職慰労引当金 310 319 

資産除去債務 11 12 

その他 767 715 

固定負債合計 4,604 4,553 

負債合計 8,321 7,637 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,850 1,850 

資本剰余金 1,925 1,925 

利益剰余金 44,372 44,612 

自己株式 △917 △917 

株主資本合計 47,230 47,470 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 630 508 

為替換算調整勘定 259 △169 

退職給付に係る調整累計額 △26 △23 

その他の包括利益累計額合計 863 314 

非支配株主持分 13 12 

純資産合計 48,107 47,798 

負債純資産合計 56,429 55,435 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 6,490 6,484 

売上原価 3,069 3,151 

売上総利益 3,421 3,333 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 607 594 

賞与引当金繰入額 159 156 

退職給付費用 48 45 

役員退職慰労引当金繰入額 8 9 

販売促進費 206 241 

研究開発費 164 165 

その他 1,000 1,006 

販売費及び一般管理費合計 2,195 2,219 

営業利益 1,225 1,113 

営業外収益    

受取利息 15 6 

受取配当金 24 28 

受取家賃 9 8 

その他 22 11 

営業外収益合計 72 55 

営業外費用    

売上割引 22 21 

為替差損 0 14 

その他 1 0 

営業外費用合計 24 37 

経常利益 1,273 1,131 

税金等調整前四半期純利益 1,273 1,131 

法人税等 396 359 

四半期純利益 876 771 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 876 771 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 876 771 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 102 △122 

為替換算調整勘定 △175 △430 

退職給付に係る調整額 △56 3 

その他の包括利益合計 △129 △549 

四半期包括利益 747 222 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 747 222 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  迅速流体継手 機械工具 
リニア駆動 
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 2,589 2,348 1,023 529 6,490 
セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 2,589 2,348 1,023 529 6,490 

セグメント利益 591 403 169 60 1,225 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  迅速流体継手 機械工具 
リニア駆動 
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 2,647 2,221 1,100 515 6,484 
セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 2,647 2,221 1,100 515 6,484 

セグメント利益 600 311 131 69 1,113 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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